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石井としお通信 

 
教育長教育長教育長教育長にににに鈴木博氏鈴木博氏鈴木博氏鈴木博氏 60606060 歳決歳決歳決歳決まるまるまるまる    

4 月から教育長不在が続き、村民の皆

様には大変ご心配をおかけしてきました。

10 月 15 日の議会で一松地区在住の鈴

木博氏(60 歳)を教育委員として提案し、

承認された後、教育委員の互選により鈴

木博氏が教育長となりました。また、県町

村会の呼びかけで子育て支援のフィンラ

ンドと高齢者福祉で優れているスウェー

デンに行ってきました。 

 

―教育長鈴木博氏 60 歳― 

10101010 月議会月議会月議会月議会開開開開かれるかれるかれるかれる    

10 月 15 日、第 2 回定例会議で教育委

員として鈴木博氏を提案し、質疑討論の

結果「賛成 9 反対 6」の投票で、教育委員

に承認されました。以下、真剣なる質疑を

報告します。 

「「「「教員教員教員教員経験経験経験経験者者者者をををを提案提案提案提案せよせよせよせよ」」」」    

・小高議員…9 月 17 日の三者会議(執行

部、議会、教育委員)の話し合いでは

教員経験者の某氏が適任とする意見

が多数でした。なぜ、教員経験者でな

い鈴木氏を提案するのか。 

・村長…三者会議では「教員経験者の某

氏が良いのでは」との意見がありまし

たが、私は幅広く適任者を検討した結

果、鈴木氏は年齢も若いことや船橋市

役所で教育委員会事務局を 6 年経験

し、教育にかける情熱は強いと考え、

総合的判断で鈴木氏を提案しました。 

・小高議員…人事案件は全議員の承認

が望ましい。私も賛成したいのです。 

教員経験者教員経験者教員経験者教員経験者・・・・前回前回前回前回否決否決否決否決    

・村長…今年 5 月の議会で、教員経験者

を議会の皆様に提案したのですが否

決されました。「高年齢と現場を離れて

時間が過ぎている」との理由でした。今

回は 60 歳で、教員経験はありません

が教育委員会事務局を経験していま

すのでご安心下さい。 

http://www9.ocn.ne.jp/~tishii/ 
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・石川議員…教員経験がない鈴木氏が、

教育の仕事をきちっとできると村長は

確信していますか。 

・村長…教育にかける情熱は確実ですし、

社会経験、人生経験も豊富です。村は

校長を経験した指導主事も配置してい

ますので問題ないと考えます。 

・関議員…今回、鈴木氏の「経歴と教育

に向けた考え方」を紙面でもらいました。

この資料以外で村長自身が本人から

聞いていることがあれば答弁願います。

また、私自身、船橋市の方に問い合わ

せをしますと「とてもいい人です」とのこ

とでした。 

・村長…本人に話を聞きますと、「定年退

職後は村のために汗をかきたい。また、

村の子供たちへの教育充実に向け全

力で尽くしたい」と言っていました。 

・片岡議員…10 月 17 日の三者会議以後、

村長は某氏と具体的に会ってお話をし

ているのか、お聞きします。 

総合的判断総合的判断総合的判断総合的判断でででで鈴木氏鈴木氏鈴木氏鈴木氏    

・村長…10 月 17 日の三者会議の中で私

は、「議員から某氏を推薦するのであ

れば、議会の皆様で教育委員をやる

意思があるのか聞いてほしい」と、言い

ましたが、議員からは「村長が決めな

ければ意思確認はできない」とのこと

でした。したがって聞いていません。某

氏とは某団体の会議でお会いしていま

すし、教員関係者や村民からも意見を

聞き、総合的判断で鈴木氏を提案しま

した。 

賛成討論賛成討論賛成討論賛成討論・・・・門口議員門口議員門口議員門口議員    

・門口議員…賛成討論をします。今回の

人事案件は執行部に提案権があり、

尊重すべきです。三者会議を開催した

ことは本会議を形骸化するもので好ま

しくない。また、中学校の建設が始まっ

ている今、教育長がいないことは問題

なので賛成をします。 

※以上の経過を受け「承認」され 11 月

3 日の教育委員互選で鈴木博氏が教

育長となりました。 

 

――――フィンランドフィンランドフィンランドフィンランド空港空港空港空港ににににてててて――――    

10 月 16 日～22 日にかけてヨーロッパ

に行政視察に行ってきました。最初の訪

問国フィンランドでは面積 33.8 平方キロ、

人口 533 万人で首都はヘルシンキ 58 万

人。過去はスウェーデンとロシアに占領さ

れ 1917 年にロシアから独立しています。

国会は一院制 200 議席です。主要な産業

は製紙・パルプに加え、携帯電話で世界

最大のシェアから電気電子産業が盛んで

す。失業率は 6.4％。在留日本人は 1310

人。所得税と地方税を合わせると最高
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50％を支払い、消費税は 22％でした。子

育て支援が充実し、教育水準は「世界

一」とのことでした。 

保育保育保育保育・・・・小中学校小中学校小中学校小中学校をををを視察視察視察視察    

最初の視察はヴィヒティ市(28000 人)の

クオツバヌミ・スクールセンターでした。セ

ンターは保育所と小中校が一体であり、

生徒数は 650 人、先生は 50 人でした。食

費や教材は無料。交通が不便な生徒に

はタクシーによる補助もしていました。 

 

―熱心に語るレバニエミ先生ー 

レバニエミ先生からは「私は教師をしな

がら市議会議員と広域行政組合の管理

者もしています。議員は 43 人です。立候

補は 170 人で激戦です。歳費はなくボラ

ンテイアで議員活動をしています。ただし、

議会開催日には日当で約 6000 円が支給

されます。市長は公募で募集し、議会が

任命しています。 

生徒には自由に勉強させます。学力テ

ストの結果は公表していません。評価は

子供や保護者と先生が話し合って評価点

数をつけます。点数にこだわらない教育

が大事です。一定の学力向上まで指導を

します。不登校もありますが対策チーム

を作っています。20 人の小人数教育をし

ています。問題は運動不足の子供達が

増えていることです。一時間は体を動か

すようにしています。塾はありません。失

敗したらやり直せる教育です。教育には

お金をかけること、問題の早期発見です。

学力レベルは世界一です」 とのことでし

た。 

3333 年年年年間休職間休職間休職間休職・・・・給与保障給与保障給与保障給与保障    

次に、社会保険庁「ケラ」を訪問し、エ

リオマッテイラ開発課長からは「子育て支

援の充実として国と自治体の役割を説明

します。出産休暇の取得後に 3 年間休職

しても給与の 70％が国や自治体から支

給され、復職することも保障されます」 と

のことでした。※長生村では「0 歳児保育

の入所希望が増加している」などの現象

は、3 年間の給与保障と職場復帰ができ

るフィンランドには見られませんでした。 

 

―首都ストックホルムにて― 

次の訪問国、スウェーデンは面積 45

万平方キロ、人口は 900 万人、一院制の

国会議員 349 名でした。国土の多くは森

林で気候は亜寒帯、自治体数は 290。家

族関係は子供が親から離れ独立し老後
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は国家がみてくれます。訪問先はウプサ

ラ市ベルナドッテ老人介護住宅でした。 

 

―ベルナドッテ老人住宅にてー 

 ベルナドッテ老人介護住宅の職員から

は「この老人住宅は 40 室(一室 33 ㎡)で、

完全認知症が対象です。夫婦や一人で

入居をされている方々です。また、入居さ

れる方の経済的情報は職員には一切知

らされない。部屋にはベッド、トイレ、シャ

ワー、衣類を収納するスペースを揃え、

食事も提供します。そして、介護職員を配

置し医師も定期的に診断にきます」とのこ

とでした。また、老人福祉の流れを聞きま

すと。    

①まずは在宅介護サービスを利用し買い

物、洗濯、掃除などの補助をしています。

②デイサービスやショートスティを利用し

て家族には一時的に休息を与えています。

③そして、老人福祉住宅やグループホー

ムなどに進みます。入居は市役所で認定

し、3 ケ月以内に希望者を入所させる法

律となっています。入居料金は生活にこ

まらない金額設定とし、全ての人に平等

適用されています。※心配した老人介護

住宅への入所待ちはありませんでした。 

日本日本日本日本とととと訪問国訪問国訪問国訪問国のののの比較比較比較比較    

 税 

国 

所 得

税 

地 方

税 

消 費

税 

国 民 負

担率 

日本 10 ～

40％ 

10％ 5％ 39％ 

フ ィ ン

ランド 

0 ～

30％ 

16 ～

20％ 

22％ 64％ 

スウエ

ーデン 

20 ～

25％ 

30 ～

35％ 

25％ 71％ 

編編編編    集集集集    後後後後    記記記記    

 ①西欧国家を視察勉強した感想です。 

・フィンランドでは 3 年間の育児休職に

対し、給料や職場復帰が保証され 0 歳

児保育のニーズはなく、スウエーデンで

は老人施設の入居待ちはありませんで

した。しかし、国民負担率は日本が

39％に対し、64～71％と大きくなってい

ました。 

・街の様子は昼間でもライトを点灯し走

行する車、石ころと亜寒帯の気候で農

地をあまり見なかった。犯罪は少ない

が、街には「たばこの吸殻が散乱してい

た」ことは良くなかった。 

・現地の日本人説明員からは「日本に

学びたいことはボランティア精神とボラ

ンテイァです。スウエーデンには存在し

ていない」とのことでした。 

②教育長がやっと決まりました。今後は

学校教育の充実に向け頑張っていただ

くことを期待します。 


